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４月６日、田子小学校で、田子町立小学校の統合式典が執り行われました。
詳しくは、２ページをご覧ください。

令和５年４月１日をもって　
田子町立小学校を統合！
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●
今
月
の
話
題

　

４
月
６
日
、
田
子
小
学
校
で
、
田
子
町
立
小
学
校
の
統

合
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
令
和
４
年
度
末
に
そ
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し

た
「
上
郷
小
学
校
」・「
清
水
頭
小
学
校
」
と
、「
田
子
小

学
校
」の
３
校
を
統
合
し
、
新
た
な「
田
子
町
立
田
子
小

学
校
」
と
し
て
、
地
域
の
豊
か
な
自
然
と
温
か
い
人
々
の

愛
情
の
も
と
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に

健
や
か
に
成
長
し
、
新
た
な
歴
史
と
伝
統
の
礎
を
築
い
て

い
く
こ
と
を
祈
念
し
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

式
典
で
は
、
児
童
・
教
職
員
な
ど
関
係
者
約
１
４
０
名

が
参
列
す
る
中
、
田
子
町
教
育
委
員
会
尾
形
真
一
朗
教
育

長
よ
り
「
令
和
５
年
４
月
１
日
を
も
っ
て
、
田
子
町
立
小

学
校
を
統
合
す
る
」
と
告
示
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 ■ 町長式辞（抜粋）山本晴美 町長

　令和４年度末をもちまして、「上郷小
学校」と「清水頭小学校」がそれぞれの
長い歴史と伝統に幕を閉じ、本日、「新
たな田子小学校」として出発しました。統合に向けて様々な準
備や協議をしていただきました校長先生をはじめ、諸先生方、
ＰＴＡの皆さんには大変なご苦労があったことと思います。子
どもたちのことを一番に考え、統合後において、不安要素を取
り除き、児童が楽しく充実した学校生活を送ることができるよ
う、何度も真剣な議論を重ねていただきました。心から感謝申
し上げます。新生「田子小学校」においては、将来の可能性を
広げる学力の向上や協調性や責任感を醸成する各種行事、これ
らを通じての友情や信頼など人間関係のより良いあり方などを、
上郷 ･ 清水頭を含め町内の自然 ･ 産業 ･ 営みに触れふるさとを
体感しながら、地域の願いにも応えられる人財となっていただ
けるように、健やかに成長されることを願っており、町といた
しましても最大限の支援を行っていきたいと考えております。
　そして今年度から上郷小学校・清水頭小学校からの新たな仲
間と共に学ぶ児童の皆さん、お互いに心を開き、自分から声を
掛けてみましょう。笑顔で話しかけてみましょう。そして、新
しい友達、親しい友達、信じ合える友達「しんゆう」をたくさ
ん作ってください。そして、誰かの「しんゆう」になれるよう、
優しい気持ちで、ありがとう、ごめんなさい が言えるようにな
ってください。全校児童が勉強を頑張り、時には競い合いなが
ら、校庭を元気にかけまわり、力を合わせ、工夫をして様々な
活動に取り組む姿を今から楽しみにしています。
　皆さんは、新生 ｢ 田子小学校 ｣ の児童として誇りをもって、
田子小学校の教育目標「夢をもち　自分を高める子」に向かっ
て、力強く歩んでほしいと思います。「新しい田子小学校」が、
町内全域の方々から愛され支えられて、上郷・清水頭・田子地
区のそれぞれが持つ特色ある自然や産業・大人たちに触れ合い
ながら、生き抜く力と愛郷の思いにあふれた田子魂として育ま
れるよう期待し、地域の皆様にはこれまでと同様のご理解・ご
支援を賜りますようお願い申し上げ、式辞といたします。

■ 校長あいさつ（抜粋）向井美香子 校長
　田子町教育委員会の告示を受け、
ここに新たな田子町立田子小学校の
歴史の扉が大きく開かれました。こ
れまで学校統合に向けて、子どもた
ちのよりよい教育環境づくりのため
にご尽力いただきました学校統合準備委員会の皆様をはじ
め、お集まりの全ての皆様に、改めて感謝とお礼を申し上
げます。上郷小学校、清水頭小学校両校はそれぞれ閉校式
を挙行し、去る３月３１日をもって、栄えある歴史に幕を下
ろしました。閉校式に参列し、小学校が地域の教育、文化
の中心であるばかりでなく、地域の皆様方の心の拠り所で
あったということが、強く心に残っております。教職員一
同、統合１年目を充実させること、つまり、保護者、地域、
関係機関の皆様方の信頼に応えるということこそ、本年度
の目標として準備を進めてまいりました。統合後は、それ
ぞれの学校の長い歴史の中で、築き上げてきた豊かな歴史
と伝統をこの田子小学校でも大切にし、教育は人づくりの
視点に立ち、「知・徳・体」のバランスのとれた生きる力を
育みます。それぞれの地域の特色ある教育活動を子どもの
育ちに即した形にし、実践します。子どもたちの将来の夢
の実現のため、全職員の英知を結集し、新たな歴史を築い
ていくことをお誓い申し上げます。引き続き地域の皆様に
は、教育活動へのご協力をいただき、そして、子どもたち
の元気な姿と成長ぶりを地域の皆様にお伝えできるよう努
力してまいります。
　児童の皆さん。記念すべき新しい田子小学校のスタート
ラインに、今、皆さんは立ちました。田子小学校の校訓は、

「賢く、優しく、逞しく」です。なりたい自分、よりよい自
分になるために、新しいお友達とともに、学び合い、友達
を思いやり、心と体を鍛えましょう。学び合う、思いやる、
鍛えるの言葉を胸に、皆さんと先生方と一つになって、新
しい田子小学校を作り上げていきましょう。

田
子
町
立
小
学
校

田
子
町
立
小
学
校

統
合
式
典

統
合
式
典
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（
写
真
４
）
表
彰
を
受
け
た
方
（
左
か
ら
宇
藤
議
員
、

　

尾
形
議
員
、澤
口
議
員
、椛
本
議
員
、宮
村
議
員
）

地
域
農
業
の
将
来
を
考
え

る
～
農
家
座
談
会
開
催
～

（
※
写
真
１
）

　

２
月
21
日
と
28
日
、
上
郷
地

区
と
田
子
地
区
で
農
家
座
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

町
農
業
委
員
会
の
主
催
に
よ
る

も
の
で
、
次
世
代
の
担
い
手
の

確
保
や
育
成
、
生
産
の
基
盤
と

な
る
農
地
の
活
用
な
ど
、
地
域

農
業
が
抱
え
る
諸
課
題
と
向
き

合
い
、
今
後
の
農
業
の
あ
り
方

を
地
域
で
考
え
る
こ
と
を
目
的

に
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

　

28
日
に
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
た
田
子
地
区
の
農
家
座
談

会
で
は
、
約
30
名
の
方
が
参
加

し
、
主
催
者
と
し
て
同
委
員
会

の
大
坊
和
民
会
長
か
ら
「
今
の

農
業
は
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

の
ほ
か
、
資
材
の
高
騰
な
ど
課

題
が
多
い
。
工
夫
し
な
が
ら
農

家
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、

座
談
会
で
意
見
を
聴
き
な
が
ら

今
後
の
農
業
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て
田

子
町
で
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な

の
か
」
や
「
農
地
の
空
き
状
況

な
ど
の
情
報
が
わ
か
る
仕
組
み

が
ほ
し
い
」
な
ど
の
質
問
や
意

見
が
挙
が
り
、
活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

田
子
町
自
治
会
連
合
会
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
修
会

（
※
写
真
２
・
３
）

　

２
月
25
日
、
田
子
町
中
央
公

民
館
ホ
ー
ル
で
、
田
子
町
自
治

会
連
合
会
の
主
催
に
よ
る
令
和

４
年
度
第
２
回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
48

自
治
会
等
か
ら
関
係
者
約
１
０

０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、「
自
治
会
連
合

会
が
目
指
す
方
向
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
３
部
構
成
で
行
わ

れ
、
第
１
部
で
は
、
自
治
会
連

合
会
長
の
川
村
武
司
さ
ん
が「
目

指
す
方
向
の
活
動
事
例
」
と
題

し
、
こ
れ
ま
で
の
優
良
団
体
の

活
動
事
例
や
、
自
身
の
運
営
す

る
西
舘
野
自
治
会
の
取
り
組
み

を
た
く
さ
ん
の
写
真
を
織
り
交

ぜ
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
及
び
第
３
部
で
は
、

テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
各
自
治
会
等

の
現
状
と
課
題
・
解
決
方
法
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
代
表
者

が
ぞ
れ
ぞ
れ
発
表
し
共
有
し
ま

し
た
。
ま
た
、
今
回
話
し
合
わ

れ
た
内
容
は
、
自
治
会
連
合
会

か
ら
の
提
言
・
要
望
と
し
て
ま

と
め
、
後
日
、
町
へ
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

長
年
の
功
績
を
讃
え
て

（
※
写
真
４
）

　

２
月
27
日
、
田
子
町
議
会
の

尾
形
憲
男
議
員
が
全
国
町
村
議

会
議
長
会
よ
り
、澤
口
勝
議
員
、

椛
本
義
見
議
員
、
宇
藤
大
介
議

員
、
宮
村
尚
哉
議
員
が
青
森
県

町
村
議
会
議
長
会
よ
り
表
彰
を

受
け
、
３
月
３
日
、
議
場
に
て

表
彰
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

尾
形
憲
男
議
員
は
平
成
19
年

４
月
22
日
に
初
当
選
し
同
年
５

月
30
日
よ
り
、
澤
口
勝
議
員
は

昭
和
58
年
４
月
24
日
に
初
当
選

し
同
年
５
月
30
日
よ
り
、
椛
本

義
見
議
員
は
平
成
15
年
４
月
27

日
に
初
当
選
し
同
年
５
月
30
日

よ
り
、
宇
藤
大
介
議
員
は
平
成

15
年
８
月
31
日
に
初
当
選
し
同

年
９
月
１
日
よ
り
、
宮
村
尚
哉

議
員
は
平
成
23
年
４
月
24
日
に

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
３
）
提
言
・
要
望
を
手
渡
す

　

川
村
会
長

（
写
真
１
）
意
見
を
発
表
す
る
参
加
者

（
写
真
２
）
川
村
会
長
に
よ
る
活
動
事
例
の

　

紹
介
の
様
子
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（
写
真
６
）
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
報
告
会

　

の
様
子

初
当
選
し
同
年
５
月
30
日
よ

り
、
就
任
さ
れ
て
か
ら
こ
れ
ま

で
町
議
会
議
員
と
し
て
永
き
に

わ
た
り
、
地
方
自
治
の
振
興
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

功
績
が
讃
え
ら
れ
今
回
の
表
彰

と
な
り
ま
し
た
。

田
子
幼
稚
園
ひ
な
ま
つ
り

（
※
写
真
５
）

　

３
月
３
日
、
田
子
幼
稚
園
で

ひ
な
ま
つ
り
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ひ
な
ま
つ
り
会
で
は
、

ひ
な
ま
つ
り
の
由
来
や
文
化
な

ど
に
つ
い
て
ク
イ
ズ
を
通
じ
て

楽
し
く
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

園
内
は
、
園
児
手
作
り
の
ひ
な

人
形
が
飾
ら
れ
て
い
た
ほ
か
、

桃
の
花
や
菜
の
花
で
装
飾
さ

れ
、
一
足
早
い
春
の
訪
れ
を
感

じ
さ
せ
る
装
い
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

園
児
ら
は
童
謡
「
う
れ
し
い

ひ
な
ま
つ
り
」
を
歌
っ
た
り
、

ハ
マ
グ
リ
の
お
吸
い
物
や
ひ
な

あ
ら
れ
な
ど
の
ひ
な
ま
つ
り
に

ち
な
ん
だ
食
べ
物
を
食
べ
た

り
、
日
本
の
伝
統
行
事
を
と
お

し
て
季
節
を
楽
し
み
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
報

告
会
（
※
写
真
６
）

　

３
月
13
日
、
中
央
公
民
館
ホ

ー
ル
で
令
和
４
年
度
チ
ャ
レ
ン

ジ
支
援
事
業
報
告
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

取
り
組
む
新
た
な
農
業
技
術
の

習
得
や
新
規
栽
培
、商
品
開
発
、

に
ん
に
く
の
病
害
虫
被
害
と
鳥

獣
被
害
の
軽
減
及
び
撲
滅
に
有

効
と
考
え
ら
れ
る
対
策
に
つ
い

て
町
が
支
援
を
す
る
も
の
で
、

令
和
４
年
度
で
は
、
農
業
チ
ャ

レ
ン
ジ
支
援
事
業
５
件
、
６
次

産
業
化
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

４
件
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
事
業
６
件
の
報
告
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
報
告
会
で
は
、
各
事

業
活
用
者
が
ブ
ー
ス
を
設
け
、

来
場
者
が
自
由
に
ブ
ー
ス
を
訪

れ
る
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
体
講
評
と
し
て
、
山
本
晴
美

町
長
か
ら
は
、「
新
し
い
切
り

口
か
ら
や
っ
て
い
き
、
可
能
性

と
し
て
お
も
し
ろ
い
取
り
組
み

が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
支
援

を
受
け
た
人
た
ち
が
い
ろ
い
ろ

な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
、
コ
ラ

ボ
等
し
て
産
業
振
興
に
寄
与
し

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

食
生
活
改
善
講
習
会

（
※
写
真
７
）

　

３
月
15
日
、
せ
せ
ら
ぎ
の
郷

栄
養
指
導
室
で
食
生
活
改
善
推

進
員
会
に
よ
る
講
習
会
（
調
理

実
習
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
食
生
活
改
善
推
進

員
会
が
会
員
相
互
の
交
流
と
食

生
活
改
善
に
よ
る
健
康
増
進
を

目
的
に
毎
月
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

今
年
度
、
14
回
目
と
な
っ
た

今
回
は
、
田
子
町
産
の
そ
ば
粉

を
使
っ
て
手
打
ち
そ
ば
作
り
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
そ

ば
打
ち
を
初
め
て
や
っ
た
が
、

楽
し
い
」「
そ
ば
打
ち
セ
ッ
ト

を
買
っ
て
家
で
も
や
っ
て
み
た

い
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
食
を
通
じ
た
地
域

の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
令
和
５
年
度
に
食
生
活
改

善
推
進
員
養
成
講
座
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。詳
し
い
情
報
は
、

夏
か
ら
秋
頃
に
広
報
等
で
お
知

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
７
）
手
打
ち
そ
ば
作
り

（
写
真
５
）
童
謡
「
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」
を
歌
う

　

園
児
た
ち
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（
写
真
８
）
公
営
塾
の
様
子

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。田

子
町
公
営
塾
「
中
学
校

準
備
講
座
」（
※
写
真
８
）

　

３
月
20
日
か
ら
22
日
ま
で
の

３
日
間
、
田
子
町
中
央
公
民
館

ホ
ー
ル
に
て
田
子
町
公
営
塾
春

期
講
習
と
題
し
て
「
小
学
６
年

生
対
象
『
中
学
準
備
講
座
』」

が
開
催
さ
れ
、
12
名
の
児
童
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
公
営
塾
は
、
町
教
育
委

員
会
の
主
催
に
よ
り
、
児
童
の

基
礎
学
力
向
上
と
子
育
て
世
帯

の
支
援
を
目
的
に
、
外
部
講
師

を
招
い
て
、
参
加
費
無
料
で
開

催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

３
月
20
日
の
初
日
に
は
、
開

塾
式
が
行
わ
れ
、
尾
形
真
一
朗

教
育
長
は
「
小
学
校
卒
業
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
４
月
か

ら
は
中
学
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。

３
年
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

去
り
、
す
ぐ
に
３
年
後
の
受
験

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
公
営
塾
を

通
し
て
基
礎
固
め
を
行
い
、
中

学
校
の
学
習
に
ス
ム
ー
ズ
に
入

る
た
め
、
集
中
し
て
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

に
平
山
さ
ん
（
※
写
真
９
）

　

３
月
22
日
、
役
場
町
長
室
で

平
山
武
美
さ
ん（
道
前
）に
、
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
価
格
に
対
し
て
納
税

者
か
ら
の
不
服
申
出
が
あ
っ
た

際
に
、
中
立
的
、
専
門
的
な
立

場
で
審
査
等
を
行
う
第
三
者
機

関
で
、
委
員
の
定
数
は
３
名
以

上
、任
期
は
３
年
と
な
り
ま
す
。

平
山
さ
ん
は
今
回
で
３
期
目
の

委
員
に
選
任
さ
れ
、「
い
く
ら

か
で
も
田
子
町
の
役
に
立
て
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
務
め
た
い
で

す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

平
山
さ
ん
の
任
期
は
、
令
和

８
年
３
月
15
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。

こ
れ
ま
で
の
功
績
を
表
彰

～
赤
十
字
奉
仕
団
団
員
功

労
表
彰
伝
達
式
～

（
※
写
真
10
）

　

３
月
22
日
、
役
場
公
室
で
赤

十
字
奉
仕
団
団
員
功
労
表
彰
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
団
員
と
し
て
５
年
以
上
継

続
し
て
活
動
し
て
い
る
方
へ
日

本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部
か
ら

贈
ら
れ
る
も
の
で
、
令
和
４
年

度
は
田
子
町
赤
十
字
奉
仕
団
田

子
町
自
治
会
連
合
会
分
団
の
井

上
節
子
さ
ん（
野
月
）、
田
子
町

連
合
婦
人
会
分
団
の
日
沢
浪
子

さ
ん（
山
口
）、
佐
々
木
博
子
さ

ん（
南
側
）、
山
本
百
合
子
さ
ん

（
七
日
市
）の
計
４
名
が
受
賞

し
、
山
本
町
長
か
ら
感
謝
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
井
上
さ
ん
、日
沢
さ
ん
、佐
々

木
さ
ん
、山
本
さ
ん
は
各
分
団

に
10
年
以
上
在
籍
し
、
赤
十
字

会
員
の
会
費
徴
収
や
、
炊
き
出

し
訓
練
等
の
地
域
の
奉
仕
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
、
そ
の
活

動
が
認
め
ら
れ
て
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

　

山
本
町
長
か
ら
は
、「
皆
さ

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
９
）
辞
令
交
付
式
の
様
子

（
写
真
10
）
伝
達
式
の
様
子
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●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
11
）
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
発
表
会
の
様
子

ん
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
た
炊
き
出
し
訓
練
等
、
ぜ

ひ
次
の
世
代
に
も
つ
な
げ
て
ほ

し
い
」
と
激
励
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
、ま
た
受
賞
者
の
方
々
は
、

「
若
い
世
代
も
活
動
に
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
」
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

ガ
リ
ス
テ
ご
は
ん
が
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
（
※
写
真
11
）

　

３
月
27
日
、
中
央
公
民
館
ホ

ー
ル
に
て
「
田
子
ガ
ー
リ
ッ
ク

ス
テ
ー
キ
ご
は
ん
（
ガ
リ
ス
テ

ご
は
ん
）」
２
０
２
３
バ
ー
ジ

ョ
ン
完
成
披
露
記
者
発
表
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
食

材
の
栄
養
素
に
着
目
し
た
「
カ

ラ
ダ
に
う
れ
し
い
料
理
」
で
、

栄
養
学
的
な
見
地
に
立
っ
て
料

理
が
開
発
さ
れ
、
前
菜
9
品
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
前
菜
は
、

栄
養
士
や
病
院
食
を
作
っ
て
い

る
専
門
家
等
に
意
見
を
も
ら
い

な
が
ら
作
成
さ
れ
、
順
番
に
食

べ
て
い
く
と
し
っ
か
り
と
食
材

の
栄
養
素
を
取
る
こ
と
が
で
き

る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

田
子
ニ
ン
ニ
ク
料
理
推
進
協

議
会
の
佐
藤
剛
大
会
長
は
「
私

自
身
も
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
資
格
を
取
り
、
た
く
さ

ん
の
食
材
を
集
め
な
が
ら
、
ど

こ
に
も
な
い
ニ
ン
ニ
ク
料
理
を

作
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

　地域おこし協力
隊の五十嵐です。
３月14日から19
日まで、田子町産
品の販路拡大を狙
ってシンガポール
に出張に行ってき
ました。
　昨年、シンガポールのスーパーでの販売が開始されま
したが、今回は日系と地元レストランへの卸販売が２件
決まり、今後はホテルなどの高級店への売り込みも行っ
ていきたいなと考えています。　滞在中、スーパーの店
頭に立って地元の皆様への売り込みも行いました。ポテ
トチップスや黒にんにくがよく売れ、シンガポールでも
田子町の商品は戦えると、販売前は少しあった不安も自
信に変わりました。今年中に、シンガポールでの展示会
に参加して、更なる販路拡大を担いたいと思います！

　こんにちは！　地域おこし協力隊の木村知子です。
　早いもので、移住してから丸２年が経とうとしていま
す。協力隊の任期は３年目に入ります。今年度もよろし
くお願いします。
　今年の桜は例年より早くなりそうで、きっとこの広報
が発行される頃には散ってしまっていますね。この田子
町に移住してから、季節ごとに風景が変わること、季節
ごとに味わうおいしい野菜、季節ごとの農家さんの作業
を手伝ったり、関わる人が増えたり、山に登ったり観光
したり、季節ごとの学校行事や町のイベントに関わらせ
ていただいたりして、とても刺激的な日々を過ごさせて
いただいています。生き進むごとに人生が確実に彩り豊
かになっていって「生きてる！！」と実感できています。
　皆さん自身は意識してないかもしれませんが、自然と
共に歩むこの町の皆さんはとても生き生きしていて素敵
です。まだまだ頑張りますので、これからもよろしくお
願いします。

　こんにちは！　地域おこし協力隊の木村治樹です。
　令和４年度をもって、田子町の上郷小学校と、清水頭
小学校の２校が閉校ということでありますが、移住者で
あり、町の新参者である私にも、両校の児童、ご家族の
方々、職員の方々はいつも、とても温かく迎え入れてい
ただき、ほんの少しではありますが、両校の行事に関わ
らせていただき、大変光栄でありました。今後も皆様か
らいただいた両校への想い、感謝の気持ちを忘れず、自
分らしく田子町に関わらせていただき、盛り上げたいと
思っております。両校の方々にとって、少しでも心に残
る記録を作れればと思い、皆様の協力があって作れた町
の CM が、青森朝日放送の YouTube チャンネルで公開さ
れております。よろしければ皆様ご覧ください。
※第21回ふるさと自慢わがまち CM 大賞
　田子町「感謝を希望に変えて」

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

◆春の訪れ　　　　　　　　

◆感謝を希望に変えて　　　

◆シンガポールで売り込みしてきました！　　

交通死亡事故ゼロ
３
み ろ く

６９０日を目指しています！
５月は春の全国交通安全運動が実施され
ます。改めて、決められた交通ルールを
確認するなどして、ぜひ交通安全運動に

積極的に参加しましょう。
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●
お
知
ら
せ

■  令和５年度田子町運転免許自主返納者支援
　事業のお知らせ
▼支援の内容　高齢者等による交通事故防止のため、

運転免許を自主返納した場合に、田子町商工会が発
行する地域振興商品券 10,000 円相当または、㈿ 田
子スタンプ会のご協力により 1,000 円分を上乗せし
た田子スタンプ会商品券 11,000 円相当を１回限り
差し上げます。

▼対象となる方
◎運転免許返納日及び申請日において、田子町内の住

所で住民登録を行い、かつ、居住の実態がある方。
◎運転免許返納日が令和４年10月１日以降であること。
▼申請に必要なもの
①運転経歴証明書（公安委員会交付）
②運転免許の取消通知（公安委員会交付）
③印鑑　④個人番号がわかる書類（通知カー

ド・マイナンバーカード等）
※①と②のどちらか一方で結構です。
※原則として申請期限は返納してから６カ月以内です。
▼運転免許自主返納の手続き
　三戸警察署の運転免許窓口で手続きができます。本
人のみしか手続きができません。返納者は、「運転経歴
証明書」の交付が受けられ、身分証明書にもなり、各
種特典を受ける際に有効です。（交付手数料 1,100 円、
郵送手数料 8 0 0 円、免許証と同じ規格の写真が１枚必
要になります。）

▼問い合わせ先・申請先
　役場住民課住民環境グループ（大橋） ☎２０−７１１３

■  チャイルドシート貸出事業終了のお知らせ
　三戸地区交通安全協会では、会員特典として、チャ
イルドシートの無償貸出を実施しており、会員の方に
ご利用いただいておりましたが、チャイル
ドシートの老朽化等に伴い安全性を考慮し
て、誠に勝手ながら、令和５年３月３１日を
持ちまして、貸出事業を終了することとな
りました。
　ご利用いただいていた会員の皆様方は、何卒ご了承
いただけますようお願い申し上げます。

問三戸地区交通安全協会田子支部事務局
　（役場住民課住民環境グループ  ☎２０−７１１３）

■  熊による人身事故防止に係る鹿角市十和田
　高原地区への入山自粛について
　鹿角市では、クマによる人身事故防止
のため、鹿角市十和田大湯字熊取平及び
田代平地区（通称　十和田高原地区）の市
道・林道の通行止め及び看板設置等による私有地への
立ち入り制限を継続しております。
　昨年度は隣接する林内においてクマによる人身事故
が発生しているほか、畜舎内の飼料の食害があるなど、
未だに危険な状態にあると考えます。
　十和田高原地区でのタケノコ採り等の人身事故未然
防止のため、入山自粛の協力をよろしくお願いいたし
ます。
　通行止め等の確認をしたい場合は、下記までお問い
合わせください。

問役場産業振興課（森崎） ☎２０－７１１５

■  第31回青森県障害者スポーツ大会について
日程 競技名等 会場

８月27日（日）開会式・陸上
フライングディスク

新青森県総合運動公
園陸上競技場
同　補助陸上競技場

９月２日（土）アーチェリー
新青森県総合運動公
園投てき・アーチェ
リー場

９月３日（日）ソフトボール
青森市屋内グラウン
ド（盛運輸サンドー
ム）

９月10日（日）ボッチャ
青森県身体障害者福
祉センターねむのき
会館　体育館

９月17日（日）ボウリング アオモリボウル

10月８日（日）

水泳

卓球
バレーボール

新青森県総合運動公
園室内プール
同　サブアリーナ
同　メインアリーナ

※卓球競技のみ日程・会場変更の可能性あり。最終決定時期は
４月下旬。

▼参加資格　４月１日現在１２歳以上で、
　①身体障害者手帳を所持する者
　②原則として愛護手帳を所持する知的障害者
　③原則として精神障害者保健福祉手帳を所持する者
▼参加費　無料（ボウリング競技のみゲーム代・貸し

シューズ代が必要です）
▼申込期間　５月８日（月）～６月16日（金）
▼申込先　各市町村障害福祉主管課

問青森県障害者スポーツ大会実行委員会事務局
　（ねむのき会館内）E-mail：kenspo@nemunoki.jp
　☎０１７−７３８−５０３３　FAX ０１７−７３８−０７４５
※ボウリング競技のゲーム代金額は、4月下旬に各市町村へ送

付予定のボウリング競技実施要領に記載します。
※チャレンジクラスも前大会同様に実施予定ですが、確定では

ないため詳細は大会実施要綱（４月下旬公表予定）参照、と
いうことでお願いします。
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●
お
知
ら
せ

■  後期高齢者医療被保険者のみなさまへ
１．令和５年度の青森県後期高齢者医療保険料に

ついて
　保険料は、均等割額（被保険者全員が納める額）と所
得割額（所得に応じて納める額）の合計です。次の方は
保険料が軽減されます。

（１） 所得が少ない方の軽減
・同一世帯内の被保険者及び世帯主の所得額

の合計に応じて、均等割額が軽減されます。
その要件は次のとおりです。

▼令和５年度
世帯の所得額の合計 軽減割合

４３万円＋（１０万円×年金・給与所得者等の
数－１）以下 ７ 割

４３万円＋（２９万円※1×被保険者の数）
＋（１０万円×年金・給与所得者等の数－１）
以下　

５ 割

４３万円＋（５３．５万円※2×被保険者の数）
＋（１０万円×年金・給与所得者等の数－１）
以下　

２ 割

※1　令和４年度は2 8 . 5 万円
※2　令和４年度は5 2 万円

（２）被用者保険の被扶養者であった方の軽減
・均等割額が５割軽減されます。（資格取得後２年間）
※世帯の所得が少ない方は、７割軽減が受けられます。
・所得割額の負担が免除されます。
　令和５年度保険料に関する通知書は、７月にお届け
します。

２．交通事故等にあったとき
　交通事故や暴力等、第三者（自分以外の人）の行為に
よって負傷され、被保険者証を使って治療を受けたと
きは、必ずお住まいの市町村へ届出してください。ま
た、自損事故や、業務中の事故で労災が適用されない
場合も届出が必要です。

問役場住民課福祉グループ（前田）☎２０－７１１９
問後期高齢者医療広域連合 ☎０１７－７２1－３８２１

■  消費税のインボイス制度説明会開催のお知らせ
　制度の概要や留意点について、次の日程により説明
会を開催します。
▼開催日時　５月２５日（木）
　　　　　　 ①午前１０時〜１１時　②午後２時～３時
　　　　　　（②は消費税の仕組みから知りたい方向け）
▼開催場所　八戸税務署２階　第一会議室
▼定　　員　各２０名
▼参加方法　５月１８日（木）までに電話予約

問八戸税務署法人課税第一部門 ☎０１７８−４３−０１４５

■  燃やさないごみの出し方
　最近、家庭ごみの出し方ルールが、守られていない
様子が見受けられます。ごみの減量化・リサイクルを
推進し、きれいで住みよい町にするため、適切な出し
方について、ご協力をお願いします。
▼燃やさないごみ
・町指定の青色のコンテナに入れて出してください。
・レジ袋、段ボール箱、肥料袋、発泡スチロールの箱
等に入れて出さないでください。

◎町指定の青色コンテナがお手元にない
方は、役場住民課にて1, 200円で販売
しておりますので、ご購入ください。

問役場住民課住民環境グル－プ（大橋） ☎２０－７１１３

■  三八地方森林組合馬淵川流域支所田子分室の
　開設について
　三八地方森林組合では、４月３日（月）より、町内の
組合員の利便性向上と町の林業振興を図ることを目的
に、役場庁舎３階縦覧室を、馬淵川流域支所田子分室
として開設することとなりました。
　森林に関する相談等にご利用ください。
▼名　称　三八地方森林組合馬淵川流域支所田子分室
▼所在地　田子町大字田子字天神堂平８１
　　　　　田子町役場３階
　　　　　☎２３－０２８５　FAX ２３－０２８６

■  農地を貸したい方と、農地を借りたい方を
　募集中～農地中間管理事業で有利に規模拡大を！～
　公益社団法人あおもり農業支援センターでは、県か
ら農地中間管理機構の指定を受け、農地中間管理事業
を実施しています。
　農地の所有者で、経営規模を縮小する方、または農
業をリタイアする方で、作付けしなくなった農地を、
中間管理機構へ貸してみませんか？
　中間管理機構が借り受けた農地は、新たに作付けす
る担い手に対して貸し付けの契約をします。これによ
り、耕作放棄地の増加が抑えられるとともに、農地の
有効活用が図られます。農地を貸したい意向がある方、
農地を借り受ける意向がある方は、それぞれ申込用紙
の記入が必要です。申込は、随時受付しております。
　詳細については、産業振興課、農業委員会、または
支援センターへご相談ください。

問役場産業振興課（袖村）☎２０－７１１６
問田子町農業委員会（宇藤）☎２０－７１２０
問公益社団法人あおもり農業支援センター

　☎０１７－７７３－３１３１
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●
お
知
ら
せ

■  自動車税（種別割・環境性能割）の減免制度
　及びグリーン化特例制度について
　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育（愛護）手帳、
精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方または
その方と生計を一にする方もしくは常時介護者が、こ
れらの手帳の交付を受けている方の生業、通院、通学
などのために自動車を利用している場合で、その障害
の程度や自動車の使用状況などが一定の条件に該当す
るときには、申請により自動車税（種別割・環境性能
割）の減免を受けることができます。
　また、自動車税種別割については、自動車環境対策
の観点から、排出ガス及び燃費性能の優れた環境負荷
の小さい自動車についてはその排出ガス性能に応じて
税率を軽減（軽課）し、初回新規登録から一定の年数を
経過した環境負荷の大きい自動車については税率を重
く（重課）する「グリーン化特例制度」が実施されてい
ます。
　詳しくはお問い合わせいただくか、県ホー
ムページをご覧ください。

問三八地域県民局県税部納税管理課 
　☎０１７８−２７−５１１１　内線205 ～207、356

■  令和５年度協働のまちづくり活動支援事業
　について
　それぞれの地域が持つ個性や環境、伝統などを活か
した魅力ある地域づくりを進めるために町民が行うま
ちづくり活動について補助金を交付し、その活動を支
援します。

▼募集期間　令和５年４月３日～令和６年２月２９日
対象事業 応募資格・要件 補助率 補助上限額

地域の環境
整備事業

（ハード事業）

地縁による団体
またはこれに準
ずる団体（自治
会等）

補助対象経
費の10 ／10

以内

２０万円
※除雪機購
入は50万円

地域資源を
活用した事業

（ソフト事業）

①地縁による団
体またはこれに
準ずる団体

（自治会等）

②５人以上の町
民で組織された
グループや団体

補助対象経
費の10 ／10

以内
５万円人づくり・

仕組みづくり
事業（ソフト
事業）

※詳しくは、町ホームページをご確認くだ
　 さ い。（https://www.town.takko.lg.jp/

index.cfm/13,0,66,html）
問役場政策推進課（山内）☎２０－７１２７

■  田子町山火事防止期間について
　雪解けも進み、春の野山は空気が乾燥し、山火事が発
生しやすい環境になっています。山菜採りやレクリエ
ーション等で入山する機会が多いほか、山林周辺の田
畑では農作業が始まってきます。タバコの投げ捨てや
果樹剪定枝の焼却、畑の枯れ草焼きなど火を扱う作業
などには十分注意し、森林を山火事から守りましょう。

○田子町山火事防止期間　４月１日～６月１０日まで
　皆さんのご協力をお願いします。

■  令和５年度三戸地区環境整備事務組合
　会計年度任用職員募集
▼職　　種　一般行政事務員（１人）
▼任用期間　６月１日～９月３０日
▼給 料 等 　月給　1 5 0 , 1 0 0 円
▼受付期間　５月１日（月）～５月１９日（金）
▼受付時間　午前８時15分～午後５時（平日）

　業務内容、申込方法及び採用試験等については、４
月２１日（金）から、当組合で募集要項を配布するほか、
当組合ホームページでもご覧になれます。
問三戸地区環境整備事務組合事務局
　南部町大字沖田面字千刈45　☎２３−０５６７
　URL：http://www.sannohekankyou.jp/

かんたん野菜レシピ
お好みキャベツ

（材料）
キャベツ　150g
卵　1個　桜エビ　大さじ1
ソース　適量
青のり　適量　削り節　適量
油

（作り方）
① キャベツは細切りにして耐
熱容器に入れる。ラップを
し、電子レンジ（600W）で1分半ほど加熱する。

② キャベツのあら熱がとれたらAをさっくりと混
ぜ合わせる。

③ 油を熱したフライパンに②を流し入れ、ふたをし
て両面焼く。Bをトッピングしたら完成。

★粉を作わないお好み焼きです。ヘルシーなのに食
べごたえもバッチリ。
★キャベツには血液サラサラ・ガン予防に有効な成
分が含まれます。よく噛んで食べると吸収率も
アップ。 （地域包括支援課栄養士　岡﨑）

A

B
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町中央公民館（☎２０－７０７０ 担当：山本）

または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

新型コロナウイルス感染防止対策により、各施設利用者にはその都度確認を求める事項がありますので、
ご理解・ご協力のほどよろしくお願いします。

公民館等施設利用について
　各種会合や文化・スポーツなどの集まりに利用して
いただくことができます。各施設とも事前に空き状況
を確認・予約のうえ、使用申請書の提出を済ませてか
らご利用願います。
　使用申請用紙は公民館でお受け取りになるか、町ホ
ームページ「施設情報」からもダウンロードできます。
●田子町中央公民館
●上郷公民館　※空き状況の確認は上郷公民館へ
●農業者トレーニングセンター
●農山村広場
　なお、申請者や使用目的により、使用料の免除対象
とならない場合がありますので、その際は使用料をい
ただきます。

農山村広場をご利用ください
　向山地区の農山村広場を開放しました。11月下旬
頃まで利用が可能となります。
▽施設の詳細　芝生広場、交流広場、テニスコート（整

備完了後開放）、ランニングコース、東屋等があり散
歩やレクリエーション、軽スポーツ等にご利用いた
だけます。テニスコートは、夜間利用もできます。

▽利用方法　事前に中央公民館に空き状況を確認のう
え、使用申請書を提出し手続きを済ませてからご利
用願います。広場を利用する際には、他の体育施設
と同様に、ゴミ等は必ず持ち帰るなどマナーをお守
りください。

　用具利用の際は、中央公民館までお願いします。
▽開放時間  午前９時～午後９時

健康ウォーク2023
　例年好評の地場産品も楽しめるウォーキングイベン
ト「健康ウォーク2023」を開催します。
　体力に合わせたコース選択はそのままに、季節を感
じられるルートを歩きます。また、ウォーキングのあ
とに楽しめるイベントもありますので、お気軽にご参
加ください。
　詳細については、全戸配布されたチラシをご覧くだ
さい。
▽と　　き　５月８日（月）
▽ルート名　「雪谷川ダムルート」
　ニュー軽米カントリークラブ

～雪谷川ダムフォレストパーク　
　・はっするコース：7.1㎞
　・おきがるコース：4.0㎞
▽集合場所　中央公民館（午前８時30分までに）

▽受　　付　随時参加受付しますが、開催日６日前
　　　　　　までにお願いします。
○ニュー軽米カントリークラブと、雪谷川ダムフォレ

ストパークをつなぐルートとなっています。たくさ
んのご参加お持ちしております！

◎そして次回の健康ウォークは……
▽と　　き　７月18日（火）
▽ルート名　「ハマの駅ルート」八戸市・階上町

第75回三戸郡総合体育大会開催のお知らせ
　６月10日（土）～11日（日）の２日間、階上町を主
会場に開催されます。詳しい日程等は次回お知らせし
ます。

町民の皆さんの
自主的な学習活動を支援します
　公民館では、技術の習得や教養を高めたい皆さんの
お手伝いをします。同じ趣味・興味を持つ方との活動
の場や、仲間作りなどにぜひご活用ください。
　①講師を依頼した際の謝金補助
　　町内在住の講師　上限５千円／回
　　町外在住の講師　上限１万円／回
　②施設使用料の免除
　　講座に使用する施設（中央公民館、上郷公民館）
　　の使用料を免除します。
　講座の内容については幅広く受け付けます。なお、
補助を受けるには事前に申請が必要です。詳しい内容
は全戸配布したチラシをご覧になるか、中央公民館ま
でお問い合わせください。

●フラワーアレンジメント教室
▽と　き　５月30日（火）午後７時～９時
▽ところ　上郷公民館
▽参加費　花材料代3,000円程度
▽内　容　ハンギングバスケット
　※１週間前の月曜日までの申込が必要です。

●田子神楽養成講座
▽と　き　５月下旬より開講予定
▽ところ　中央公民館ホール・和室
▽対　象　児童・生徒
　※詳細は、小、中、高校に配布されるチラシで
　　確認ください。

※日程や内容に変更が生じることもあります。講座情報は
その都度ＴＣＶやデータ放送、チラシでお知らせします。

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ
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●歴史
▽日本史を暴く／磯田道史／210イ

●園芸
▽迷わず解決！やさい病害虫ハンド

ブック／626ネ

●歴史・時代小説
▽百人組頭仁義／三河雑兵心得11

／井原忠政／913イ
▽山くじら／居酒屋お夏春夏秋冬１

／岡本さとる／913オ
▽悲愁の花／仕立屋お竜２／岡本さ

とる／913オ
▽晩節遍路／吉原裏同心39 ／佐伯

泰英／913サ
▽亥子ころころ／南星屋２／西條奈

加／913サ
▽本所おけら長屋20 ／畠山健二／

913ハ
▽忍びの副業／上下巻／畠中恵／

913ハ
▽春よ来い／秘め事おたつ４／藤原

緋沙子／913フ

●ミステリー・警察小説など
▽三毛猫ホームズと炎の天使／赤川

次郎／913ア
▽署長シンドローム／今野敏／913コ
▽テミスの剣／中山七里／913ナ
▽風間教場／教場４／長岡弘樹／

913ナ
▽魔女と過ごした七日間／ラプラス

の魔女３／東野圭吾／913ヒ

●そのほかの小説など
▽ボタニカ／朝井まかて／913ア
▽君に光射す／小野寺史宜／913オ
▽ゆうべの食卓／角田光代／913カ
▽黄色い家／川上未映子／913カ
▽ゴリラ裁判の日／須藤古都離／

913ス
▽白ゆき紅ばら／寺地はるな／913テ
▽あなたはここにいなくとも／町田

そのこ／913マ

●エッセイなど
▽バカと無知／橘玲／304タ
▽１０２歳、一人暮らし。／石井哲

代／298イ
▽ポンコツ一家／にしおかすみこ／

779ニ
▽好きになってしまいました。／三

浦しをん／914ミ

図書館情報

図書館おやすみカレンダー 5月の図書館行事
▼４／22（土）～
　古雑誌・古本お持ち帰りコーナー
▼４／22（土）～６／11（日）
　春の読書スタンプラリー
▼５／10（水）午前10時から
　ブックスタート／せせらぎの郷
▼５／24（水）午前10時から
　セカンドブック／せせらぎの郷

図書館休館日
毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

図書館の開館時間
　水〜土 午前10時〜午後６時
　日曜日 午前10時〜午後４時

田子町立図書館（担当：川村）☎２０‐７２２１

▼
色
の
濃
い
日

が
休
館
日
で
す
。

　図書館はどなたでも無料でご利用で
きます。
▼貸出
◎本（雑誌を含む）10冊まで・２週間
◎ＣＤ、ＤＶＤ　 ３枚まで・２週間
▼返却
◎カウンターへお返しください。
◎図書館が閉まっているときは、入口

にあるブックポストにお返しくだ
さい。

◎ＣＤ、ＤＶＤ、他図書館から借りた
本などは直接カウンターへお返し
ください。

▼本の予約・リクエスト
◎図書館にある本が貸出中のときは
「本の予約」ができます。

◎借りたい本が図書館にないときは
「本のリクエスト」ができます。他の
図書館から借りたり、新しく購入
したりしてご要望にお応えします。

●くらしの中に図書館を～図書館利用のご案内

　４月23日「子ども読書の日」から５月５日「こど
もの日」をはさんだ20日間は「こどもの読書週間」
です。図書館員おすすめ「春のワクワク絵本」を集
めて展示・貸出します。
　また、すべての利用者が参加できる

「春の読書スタンプラリー」も実施中。
ぜひ子どもたちと一緒に、楽しい本の
世界をお楽しみください。

ひらいてとじた　笑顔がふえた
こどもの読書週間４／23～５／12

読書スタンプラリー台紙
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町
の
人
口

令
和
５
年
３
月
31
日
現
在

世帯数／2085（−６）
人口／4927（−26）
男／2375（−12）
女／2552（−14）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
！

▽
野
焼
き
は
原
則
と
し
て
禁
止

行
為
で
す
！

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
空
気

が
乾
燥
し
風
が
強
く
火
災
が
発

生
し
や
す
い
気
象
状
況
と
な
り

ま
す
。

　

例
年
、
焼
却
行
為
（
野
焼
き
、

た
き
火
）
か
ら
火
災
に
発
展
す

る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
、
死

者
、
け
が
人
が
出
て
い
ま
す
。

　

屋
外
で
火
を
取

扱
う
時
は
、「
火
災

と
ま
ぎ
ら
わ
し
い

煙
ま
た
は
火
炎
を

発
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
行
為
の
届
出
書
」
を
消
防

署
へ
届
出
し
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
絶
対
に
火
災
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

１
．
必
ず
消
火
に
十
分
な
水
、

消
火
器
等
の
準
備
を
す
る

２
．
火
を
使
用
し
て
い
る
時
は

絶
対
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い

３
．
風
が
強
い
時
は
火
を
使
用

し
な
い
、
風
が
強
く
な
っ
て
き

た
ら
す
ぐ
や
め
る

４
．
可
燃
物
や
可
燃
性
の
物
品

の
近
く
で
火
を
使
用
し
な
い

５
．
必
ず
火
が
消
え
た
こ
と
を

確
認
し
、
後
始
末
を
確
実
に
行

う▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
警
察
官
Ａ（
大
卒
）
を
募
集
し

ま
す

　

大
学
卒
業
（
見
込
）
者
を
対
象

に
警
察
官
Ａ
の
採
用
試
験
を
行

い
ま
す
。

　

試
験
日
程
、
受
験
資
格
等
は

次
の
予
定
で
す
。

▽
公
告
日　

５
月
１
日
（
月
）

　
（
試
験
案
内
等
配
布
予
定
日
）

※
４
月
号
記
載
の
５
月
２
日（
火
）

は
誤
り

▽
受
験
資
格　

平
成
３
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、

大
学
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
令

和
６
年
３
月
31
日

ま
で
に
大
学
を
卒

業
見
込
み
の
方

▽
受
付
期
間　

５
月
８
日
（
月
）

～
６
月
16
日
（
金
）

▽
第
一
次
試
験　

７
月
９
日（
日
）

▽
試
験
場
所　

青
森
市
、
八
戸

市
、
弘
前
市
、
さ
い
た
ま
市

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
、
試
験
案

内
等
配
布
予
定
日
以
降
に
試
験

案
内
（
申
込
書
）
を
入
手
し
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

☎
32
‐
３
１
０
９

2
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

9
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

10
（水）

乳児健診（せせらぎの郷）
午前10:00〜正午

11
（木）

糖尿病予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00〜正午

12
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30
高血圧予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00〜正午

16
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

17
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30〜正午

19
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

23
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

24
（水）

こども健診（せせらぎの郷）
午前9:30〜正午

26
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

30
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

31
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30〜正午

５月の主な保健・介護予防事業予定表

役場地域包括支援課 ☎２０−７１００

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。

■  警察署窓口の受付時間が変わります
　５月１日から、警察署窓口での拾得物の返還、風俗営業関係、銃砲刀剣
類関係、警備業・探偵業関係、古物・質屋営業関係、安全運転管理者関係、
道路使用許可関係、自動車保管場所関係、運転免許証の記載事項変更、盗
難証明等の受付時間が午前９時から午後４時までと変更になりま
す。受付時間が変更となる業務の詳細については、県警ホームペ
ージをご覧になるか警察署の各窓口まで問い合わせください。

誕生

●田中燈
とうや

弥（駿太・南）／塚ノ上ミ
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●村木里愛（七日市）
　前川貴之（和歌山県）

お悔やみ
●伏 秀男（86歳）宮野
●西村千春（66歳）上野
●山田はなゑ（100歳）清水頭
●花木ウメ（90歳）新田
●堀川順一（85歳）関上
●山舘ミドリ（102歳）上風張
●穗積ハツヱ（94歳）道地
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です
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●
新
た
な「
田
子
小
学
校
」
に
向

け
て

　

令
和
５
年
度
は
、
田
子
小
学

校
が
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
年

で
す
。
そ
れ
は
、
学
区
が
田
子
町

全
域
と
な
る
た
め
で
す
。

新
た
な
節
目
を
迎
え
、

田
子
小
で
は
様
々
な
準

備
を
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
役
員

は
、
３
地
区
の
代
表
が

集
ま
り
、
未
来
を
見
つ

め
和
や
か
に
話
し
合
い

選
出
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、「
一
致
団
結
！
全
員

集
合
‼
」
を
新
た
な
合

言
葉
に
し
て
、
新
体
制

で
活
動
を
始
め
ま
す
。

　

学
校
生
活
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
「
心
」
を

育
て
る
こ
と
を
目
標
の

中
心
に
据
え
て
取
り
組

み
ま
す
。
田
子
小
で
の

生
活
を
通
し
て
、
自
律

心
が
高
ま
る
子
、
相
手

の
気
持
ち
を
考
え
ら
れ
る
子
が

育
つ
よ
う
に
職
員
一
丸
で
取
り
組

み
ま
す
。
心
が
育
つ
こ
と
が
、
学

習
に
取
り
組
む
姿
勢
や
学
力
に

も
良
い
影
響
を
与
え
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

学
習
面
で
は
、
特
に
「
ふ
る
さ

と
」
を
学
習
ス
テ
ー
ジ
に
し
て
、

田
子
町
の
魅
力
や
文
化
・
伝
統
に

気
付
き
、
情
報
発
信
し
て
い
け
る

よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
地
区
を
探
検
し
た

り
、
地
域
の
神
楽
や
踊
り

に
触
れ
た
り
す
る
こ
と

で
、「
わ
た
し
た
ち
が
住

ん
で
い
る
田
子
町
っ
て
、

こ
ん
な
に
素
敵
な
町
な
ん

だ
」
と
改
め
て
誇
り
を
も

て
る
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
。
各
学
年
で
、
工
夫
し

て
取
り
組
む
計
画
を
立
て

て
い
ま
す
。「
あ
ん
な
こ

と
や
こ
ん
な
こ
と
が
で
き

そ
う
だ
」
と
今
か
ら
ワ
ク

ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
各
地

域
の
皆
様
に
も
、
ご
協
力

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
令
和
５

年
度
の
田
子
小
学
校
は
、

学
校
・
保
護
者
・
地
域
が

連
携
し
て
心
を
育
て
、
頭
や
体
を

鍛
え
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
新
た
な
「
田
子
小
学
校
」
へ

の
応
援
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　
田
子
小
学
校
）

学
校
の
話
題
　
田
子
小
学
校

　情報スクランブル

編
集
後
記

　

今
月
号
で
は
、「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
で
ガ

リ
ス
テ
ご
は
ん
の
取
材
を
行
い
ま
し
た
。

取
材
後
、
家
で
妻
と
話
を
し
て
い
て
、

「
ガ
リ
ス
テ
ご
は
ん
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が

３
月
29
日
な
ん
だ
よ
～
」
と
話
し
、
は

っ
と
気
が
つ
き
、「
結
婚
記
念
日
と
同
じ

だ
ね
」
と
付
け
加
え
話
し
ま
し
た
。
妻

が
、「
ガ
リ
ス
テ
食
べ
た
こ
と
な
い
」
と

言
っ
た
の
で
、
結
婚
記
念
日
に
、
ガ
リ

ス
テ
を
食
べ
に
娘
も
連
れ
て
ガ
ー
リ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
に
行
き
ま
し
た
。
娘
は
、

ま
だ
１
歳
に
も
満
た
な
い
の
で
、
じ
っ

と
し
て
い
ら
れ
な
く
暴
れ
ま
く
っ
て
し

ま
い
、
ガ
リ
ス
テ
を
ゆ
っ
く
り
味
わ
う

事
な
く
、
二
人
と
も
短
時
間
で
食
べ
ま

し
た
。
少
し
残
念
で
す
。
妻
は
、
に
ん

に
く
が
嫌
い
な
ん
で
す
が
、
１
年
に
１

回
な
ら
食
べ
て
も
い
い
か
な
と
言
っ
て

い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
毎
年
、
３
月
29

日
は
ガ
リ
ス
テ
を
食
べ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ち
な
み
に
、
娘
は
今
月
号
の
裏

表
紙
の
「
は
じ
め
て
の
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー

ス
デ
イ
」
に
載
っ
て
い
ま
す
。

（
広
報
担
当　

ヤ
マ
ウ
チ
）

陶
芸
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

毎
週
火
曜
日
・

水
曜
日
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
役
場
住

民
課（
☎
20
‐
７
１
１
９
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

陶芸作品
陶芸クラブ 陶寿延（代表　長澤靜子）

陶
芸

「無題」
作者：柳田慮子

まだ作品と呼べる物は作れませ
んが、ただ作ることはとても楽
しいです。焼き上がるまではド
キドキです。

「花器ドーナツ型」
作者：川名美夏

リースのように多肉植物を飾
りたくて、作りました。
とても気に入ってます。
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広
報
た
っ
こ
２
０
２
３
年
５
月
号
（
令
和
５
年
４
月
19
日
発
行
）
通
算
第
７
６
２
号

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 https://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム

　４月１日、ガーリックセンター
の裏通りにオープンした洋風居
酒屋。店主の坂上祐紀さん (35)
は田子町上風張出身で、田子高校
卒業後は東京の飲食店にて、長年
にわたり接客や調理の修行を積
まれたそうです。
　そんな中、町内の同級生から声
をかけられ、地元の居酒屋を手伝
うため、町に戻られたそうです。
自然と、昔からの夢であった自ら
のお店を開きたいと思うように
なり、お母様が経営されていた美
容室だった場所を改修し、開店す
ることを決断されました。「夏休
みは遊び場だったし、親の仕事を
手伝ったりもしていて、まさに自
分が育った場所」と話す現在の店
舗は、落ち着いた雰囲気のお洒落
な内装。また、お店で提供するメ
ニューは、イタリア料理が基本の
多国籍料理。「田子町らしくない

のでは？と悩んでいた」とのこと
でしたが、同級生のお店を手伝っ
ている時に、提供したパスタが好
評だったことがあり「自らの培っ
てきたものを提供すれば、田子町
の方々も喜んでくれると思った」
と転機を語られました。
　「田子町には飲食店が少ない、
でもだからこそ可能性がある。今
後もあらゆる方とつながりを作
り、良い循環を生み出していきた
い」と意欲的な坂上さん。皆さん、
どうぞ足を運んでみてください。

地域おこし協力隊が取材！
地域おこし協力隊が取材！

町内店舗の紹介町内店舗の紹介
第12弾

はじめてのハッピーバースデイ
令和４年４月に生まれた満１歳のお友だちです。

●吉田心
み ゆ

優ちゃん
Ｒ4.4.2

（下本町・女の子）
心優ちゃんのニコニコ
笑顔にいつも癒されて
いるよ♪ これからもた
くさん食べて元気に大
きくなってね

●稲村颯
は や と

隼ちゃん
Ｒ4.4.8

（明土平・男の子）
愛嬌たっぷり！Ｂｉｇ Ｂａ
ｂｙ！ これからも元気に
すくすく育ってね。

●山内雛
ひなぎく

菊ちゃん
Ｒ4.4.26

（柴倉・女の子）
「パッ♪パッ♪ピィ♬
ピィ♬プッ♬プッ♬ペ
ンギン♪ペンギン♪」が
大好きなひなちゃん♡
大好きだよ～

路地裏バル  よだか

令和元年度から開始された「三戸郡人
事交流事業」により、４月から新郷村
の職員が派遣されています。

１年間よろしくお願いします１年間よろしくお願いします

　 新郷村出身　37歳
▽所属・役職　教育課

スポーツ・社会教育
グループ・主査

▽趣味　釣り、観葉植
物育成、農業

▽抱負　人事交流制度
で、新郷村から１年
間派遣になりました。田子町民の皆様の
お役にたてるよう頑張ります。

● 谷地村 豊（やちむら ゆたか）

● 村井 正隆
　　（むらい まさたか）

　八戸市出身　31歳

◎担当　内科
◎趣味　ランニング、
　バイクツーリング
◎町民のみなさんへひと言
　田子町の皆さんのお力になれれば幸い

です。よろしくお願いします。

田子診療所から

田子診療所に村井先生が
着任されました

①七日市  ②24歳 
③産業振興課１次
産業戦略推進グル
ープ・主事 ④野球、
卓球、ＤＩＹ ⑤生
まれ育った田子町
に 戻 っ て こ ら れ
て、とてもうれし
い気持ちです。町職員として、田
子町がより良い場所になるように
努めていけたらと思います。よろ
しくお願いいたします。

①福岡県  ②45歳 
③田子診療所リ
ハビリ科・理学療
法士 ④登山、アウ
トドア、旅行  
⑤１日でも早く、
顔と名前を覚えて
いただき、町民の
方に愛される理学療法士になれるよ
う頑張ります。よろしくお願いいた
します。

①下田子  ②20歳 
③住民課福祉グル
ープ・主事 
④卓球 ⑤１日でも
早く仕事を覚え、
町のために頑張り
たいです。今年は、
選挙で忙しい日々

が続くと思いますが、負けずに頑
張ります。

①野々上  ②22歳 
③田子町農業委員
会事務局・主事 
④読書、スポーツ 
⑤町民皆様の安心
安全の暮らしを守
るために一生懸命
従事してまいりま

す。よろしくお願いいたします。

●山沢 文也（やまさわ ふみや） ●山本 綾子（やまもと あやこ）

●前田 拓也（まえた たくや） ●宇藤 紳太郎（うとう しんたろう）

令和５年度から新たに４名の職員が採用されましたので、ご紹介いたします。
①出身 ②年齢 ③所属・役職 ④趣味 ⑤抱負

～将来の田子町を担う若い力～新採用職員の紹介

▼営業時間　金土日  19：00〜24：00
	 （平日は要予約相談）


